
1 口
こ う わ

話（読
ど く わ

話）
口
こうわ

話（読
ど く わ

話）は、自分から話し、相手の口の動
きを読み取ることで意

い し

思を伝
つた

えあう方法です。
相手が口

こ う わ

話をしているときは、口の動きがわ
かるように正面からはっきり話してください。
ただし、口

こ う わ

話には限
げんかい

界がありますので注意し
てください。

3 筆
ひ つ だ ん

談
筆
ひつだん

談は、手のひらや紙に文字を書いて意
い し

思を
伝
つた

えあう方法です。耳の不自由な人に話しか
けられた場合には、気軽に筆

ひつだん

談で応
おう

じてくだ
さい。最

さいきん

近では筆
ひつだん

談に便
べ ん り

利な用具をはじめ、
耳の不自由な人との会話を助けるためのさま
ざまな用具が開

かいはつ

発されています。

2 手話
会話は音声言

げ ん ご

語ですが、手話は目で見てわか
る視

し か く

覚言
げ ん ご

語です。耳の不自由な人たちの間で
自
し ぜ ん

然に生まれ、発
はってん

展してきたものです。
ただし、耳の不自由な人すべてが手話をする
ことができるわけではありませんから注意し
てください。また、最

さいきん

近では、手話の講
こうしゅうかい

習会
が開かれていますので、参

さ ん か

加してみましょう。

　耳の不自由な人とともに

あ
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2121

あ
4 病院や銀行などで
耳の不自由な人は、病院や銀行の窓

まどぐち

口などで
呼
よ

ばれても聞こえません。そのようなときは、
手
て ま ね

招きをしたり、肩
かた

をたたいたりして知らせ
てください。しん動で知らせる器

き ぐ

具（しん動
呼
よびだし

出器
き

）や呼
よ

び出し用の電
でんこう

光けい示板
ばん

を活用
しましょう。

6 電話をたのまれたときは
耳の不自由な人が電話をする必

ひつよう

要ができたと
きは、近くにいる人にたのむことになります。
たのまれたときはこころよく引き受けましょう。

5 ものをたずねられたら
耳の不自由な人から何かものをたずねられた
ときは、手話ができなくても、筆

ひつだん

談や身ぶり
手ぶりでかまいませんから、こころよく答え
ましょう。

○○さん

まっすぐ行ったところです。
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たのまれたときはこころよく引き受けましょう。
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1 車いすの構
こ う ぞ う

造

3 車いすに乗
の

っている人をかかえるときは
車いすに乗

の

っている人をかかえるときは、どのよ
うにかかえられた方がよいか聞きましょう。２人
でかかえる代表的な例

れい

としては、まず、車いすの
ブレーキをかけ、両

りょう

わきから背
せ な か

中とひざの下に腕
うで

を入れます。このときに、ひざの下に入れた腕
うで

は、
足を片方ずつかかえる方法と、かかえる人がお互

たが

いに手首の上を握
にぎ

り合う方法があります。また、
前と後ろから、かかえる方

ほうほう

法もあります。

2 車いすの折
お

りたたみ方
１ ブレーキをかけ、フットレスト
　 を上げる。
２ シートを持ち上げる。
３ 完

かんぜん

全に折
お

りたたむ。
車いすのタイプによっては、折り
たたみ方の違

ちが

うものや折
お

りたため
ないものもあります。

　手足の不自由な人とともに
〔車いすを使っている人とともに〕
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〔車いすを使っている人とともに〕

安全で快適に外出したい。それはだれもが思
うことです。高齢の人や障害のある人にとっ
ては、障害の無い人の気づかないようなこと
が原因で外出できなくなったりすることがあ
ります。
ここでは、まちの中でみなさんが高齢の人や
障害のある人を見かけたとき、お手伝いでき
る例を紹介しています。
さあ、勇気を出して「何かお手伝いすること
はありませんか。」と声をかけてみてください。
また、お手伝いしたくても、自分でできないこと
は周りにいる大人を呼ぶこともお手伝いになり
ます。お手伝いされる側の気持ちも考えながら、
無理をしないでお手伝いをすることが大事です。

かいてき

こうれい

こうれい

しょうがい

しょうがい

しょうがい て　つだ

て　つだ

て　つだ

て　つだ

まわ おとな

て　つだ がわ き　もち

だいじむ　り

よ

れい しょうかい

ゆ う き

げんいん

優先席

　さまざまな人がどんなことを不
ふ

便
べん

と感じているのか考えて、お手
て

伝
つだ

いできることを考えてみよう。
　さまざまな人がどんなことを不

ふ

便
べん

と感じているのか考えて、お手
て

伝
つだ

いできることを考えてみよう。

　さまざまな人が感じている不
ふ

便
べん

さ

1 目の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・どこに、何があるのかわからない
・だれからの手紙なのかわからない
・歩道に障

しょう

害
がい

物
ぶつ

があると、ころぶことがある

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは ⇒18ページへ

2 耳の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・話しかけられたり、音が鳴

な

っても気づかない
・非

ひじょうじ

常時のアナウンスに気づかない

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは ⇒21ページへ

3 手足の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・段

だ ん さ

差のある入口が入りにくい
・高いところや床

ゆか

に落ちたものが取りにくい
・高いところが見えづらい

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは ⇒23ページへ

4 高
こ う れ い

齢の人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ

　目の不自由な人とともに

目の不自由な人に会ったときは向い合って
「こんにちは」「はじめまして」と声をかけな
がら
握
あくしゅ

ます。

目の不自由な人を手引きして階
り、おりたりするときは
ます
た。」などと声をかけてください。また、歩道
などで
「一

目の不自由な人の手引きをするときは
に白
せ
人は、ふれた手を通して相手の動きがわかり
安心して歩くことができます。

目の不自由な人に会ったときは向い合って
「こんにちは」「はじめまして」と声をかけな
がら
握
あくしゅ

ます。
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たい

変
へん

になる

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒26ページへ

　さまざまな人がどんなことを不
ふ

便
べん

と感じているのか考えて、お手
て

伝
つだ

いできることを考えてみよう。

　目の不自由な人とともに

目の不自由な人に会ったときは向い合って
「こんにちは」「はじめまして」と声をかけな
がら
握
あくしゅ

ます。

目の不自由な人を手引きして階
り、おりたりするときは
ます
た。」などと声をかけてください。また、歩道
などで
「一

目の不自由な人の手引きをするときは
に白
せ
人は、ふれた手を通して相手の動きがわかり
安心して歩くことができます。

17

　さまざまな人がどんなことを不
ふ

便
べん

と感じているのか考えて、お手
て

伝
つだ

いできることを考えてみよう。
目の不自由な人に会ったときは向い合って
「こんにちは」「はじめまして」と声をかけな
がら
握
あくしゅ

ます。

・どこに、何があるのかわからない
・だれからの手紙なのかわからない
・歩道に障

しょう

害
がい

物
ぶつ

があると、ころぶことがある

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒18ページへ

・話しかけられたり、音が鳴
な

っても気づかない
・非

ひじょうじ

常時のアナウンスに気づかない

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒21ページへ

・段
だ ん さ

差のある入口が入りにくい
・高いところや床

ゆか

に落ちたものが取りにくい
・高いところが見えづらい

・音が聞こえにくくなる
・小さな文字が読みにくくなる
・階

かい

段
だん

ののぼりおりが大
たい

変
へん

になる

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒26ページへ

17

⇒23ページへ
みなさんがお手

て

伝
つだ

いできることは

目の不自由な人の手引きをするときは
に白
せ
人は、ふれた手を通して相手の動きがわかり
安心して歩くことができます

目の不自由な人を手引きして階
り、おりたりするときは
ます
た。」などと声をかけてください。また、歩道
などで
「一

17

　さまざまな人が感じている不
ふ

便
べん

さ

1 目の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・どこに、何があるのかわからない
・だれからの手紙なのかわからない
・歩道に障

しょう

害
がい

物
ぶつ

があると、ころぶことがある

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒18ページへ

2 耳の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・話しかけられたり、音が鳴

な

っても気づかない
・非

ひじょうじ

常時のアナウンスに気づかない

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒21ページへ

3 手足の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・段

だ ん さ

差のある入口が入りにくい
・高いところや床

ゆか

に落ちたものが取りにくい
・高いところが見えづらい

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒23ページへ
4 高

こ う れ い

齢の人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・音が聞こえにくくなる
・小さな文字が読みにくくなる
・階

かい

段
だん

ののぼりおりが大
たい

変
へん

になる

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒26ページへ

　さまざまな人がどんなことを不
ふ

便
べん

と感じているのか考えて、お手
て

伝
つだ

いできることを考えてみよう。

　目の不自由な人とともに

目の不自由な人に会ったときは向い合って
「こんにちは」「はじめまして」と声をかけな
がら
握
あくしゅ

ます。

目の不自由な人を手引きして階
り、おりたりするときは
ます
た。」などと声をかけてください。また、歩道
などで
「一

目の不自由な人の手引きをするときは
に白
せ
人は、ふれた手を通して相手の動きがわかり
安心して歩くことができます。

17

　さまざまな人がどんなことを不
ふ

便
べん

と感じているのか考えて、お手
て

伝
つだ

いできることを考えてみよう。
目の不自由な人に会ったときは向い合って
「こんにちは」「はじめまして」と声をかけな
がら
握
あくしゅ

ます。

・どこに、何があるのかわからない
・だれからの手紙なのかわからない
・歩道に障

しょう

害
がい

物
ぶつ

があると、ころぶことがある

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒18ページへ

・話しかけられたり、音が鳴
な

っても気づかない
・非

ひじょうじ

常時のアナウンスに気づかない

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒21ページへ

・段
だ ん さ

差のある入口が入りにくい
・高いところや床

ゆか

に落ちたものが取りにくい
・高いところが見えづらい

・音が聞こえにくくなる
・小さな文字が読みにくくなる
・階

かい

段
だん

ののぼりおりが大
たい

変
へん

になる

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒26ページへ

17

⇒23ページへ
みなさんがお手

て

伝
つだ

いできることは

目の不自由な人の手引きをするときは
に白
せ
人は、ふれた手を通して相手の動きがわかり
安心して歩くことができます

目の不自由な人を手引きして階
り、おりたりするときは
ます
た。」などと声をかけてください。また、歩道
などで
「一

　さまざまな人が感じている不
ふ

便
べん

さ

1 目の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・どこに、何があるのかわからない
・だれからの手紙なのかわからない
・歩道に障

しょう

害
がい

物
ぶつ

があると、ころぶことがある

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒18ページへ

2 耳の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・話しかけられたり、音が鳴

な

っても気づかない
・非

ひじょうじ

常時のアナウンスに気づかない

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒21ページへ

3 手足の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・段

だ ん さ

差のある入口が入りにくい
・高いところや床

ゆか

に落ちたものが取りにくい
・高いところが見えづらい

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒23ページへ
4 高

こ う れ い

齢の人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・音が聞こえにくくなる
・小さな文字が読みにくくなる
・階

かい

段
だん

ののぼりおりが大
たい

変
へん

になる

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒26ページへ

　さまざまな人がどんなことを不
ふ

便
べん

と感じているのか考えて、お手
て

伝
つだ

いできることを考えてみよう。

　目の不自由な人とともに

目の不自由な人に会ったときは向い合って
「こんにちは」「はじめまして」と声をかけな
がら
握
あくしゅ

ます。

目の不自由な人を手引きして階
り、おりたりするときは
ます
た。」などと声をかけてください。また、歩道
などで
「一

目の不自由な人の手引きをするときは
に白
せ
人は、ふれた手を通して相手の動きがわかり
安心して歩くことができます。

17

　さまざまな人がどんなことを不
ふ

便
べん

と感じているのか考えて、お手
て

伝
つだ

いできることを考えてみよう。
目の不自由な人に会ったときは向い合って
「こんにちは」「はじめまして」と声をかけな
がら
握
あくしゅ

ます。

・どこに、何があるのかわからない
・だれからの手紙なのかわからない
・歩道に障

しょう

害
がい

物
ぶつ

があると、ころぶことがある

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒18ページへ

・話しかけられたり、音が鳴
な

っても気づかない
・非

ひじょうじ

常時のアナウンスに気づかない

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒21ページへ

・段
だ ん さ

差のある入口が入りにくい
・高いところや床

ゆか

に落ちたものが取りにくい
・高いところが見えづらい

・音が聞こえにくくなる
・小さな文字が読みにくくなる
・階

かい

段
だん

ののぼりおりが大
たい

変
へん

になる

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒26ページへ

17

⇒23ページへ
みなさんがお手

て

伝
つだ

いできることは

目の不自由な人の手引きをするときは
に白
せ
人は、ふれた手を通して相手の動きがわかり
安心して歩くことができます

目の不自由な人を手引きして階
り、おりたりするときは
ます
た。」などと声をかけてください。また、歩道
などで
「一
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伝
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ふ
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伝
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・音が聞こえにくくなる
・小さな文字が読みにくくなる
・階
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段
だん

ののぼりおりが大
たい

変
へん

になる

みなさんがお手
て

伝
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いできることは
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　さまざまな人がどんなことを不
ふ

便
べん

と感じているのか考えて、お手
て

伝
つだ

いできることを考えてみよう。

　目の不自由な人とともに
1 あいさつをするときは

目の不自由な人に会ったときは向い合って、
「こんにちは」「はじめまして」と声をかけな
がら握

あくしゅ

手をしてください。目の不自由な人は、
握
あくしゅ

手されると、相手の背
せ

の高さなどがわかり
ます。

3 階
か い

段
だ ん

ののぼりおりは
目の不自由な人を手引きして階

かい

段
だん

をのぼった
り、おりたりするときは、「階

かい

段
だん

です。のぼり
ます。」「階

かい

段
だん

です。おります。」「終わりまし
た。」などと声をかけてください。また、歩道
などで段

だ ん さ

差があるときにも「一
いち

段
だん

あがります。」
「一

いち

段
だん

さがります。」と声をかけてください。

2 手引きをするときは
目の不自由な人の手引きをするときは、一

いっぱん

般
に白

はくじょう

杖の反対側
がわ

に立って腕
うで

または肩
かた

にふれさ
せ、半歩前を歩いてください。目の不自由な
人は、ふれた手を通して相手の動きがわかり、
安心して歩くことができます。
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1 車いすの構
こ う ぞ う

造

3 車いすに乗
の

っている人をかかえるときは
車いすに乗

の

っている人をかかえるときは、どのよ
うにかかえられた方がよいか聞きましょう。２人
でかかえる代表的な例

れい

としては、まず、車いすの
ブレーキをかけ、両

りょう

わきから背
せ な か

中とひざの下に腕
うで

を入れます。このときに、ひざの下に入れた腕
うで

は、
足を片方ずつかかえる方法と、かかえる人がお互

たが

いに手首の上を握
にぎ

り合う方法があります。また、
前と後ろから、かかえる方

ほうほう

法もあります。

2 車いすの折
お

りたたみ方
１ ブレーキをかけ、フットレスト
　 を上げる。
２ シートを持ち上げる。
３ 完

かんぜん

全に折
お

りたたむ。
車いすのタイプによっては、折り
たたみ方の違

ちが

うものや折
お

りたため
ないものもあります。

　手足の不自由な人とともに
〔車いすを使っている人とともに〕

1. フットレストを上げる 2. シートを
　持ち上げる

3. 完
かんぜん

全に
　折

お

りたたむ

バックレスト
（背もたれ）

後輪
こうりん

せ

ブレーキ

ハンドリム

キャスター

フットレスト

アームレスト

ハンドグリップ
（介助者のにぎり）

シート

安全ベルト

ティッピングレバー
（介助者がキャスター
を上げるときにつかう）

かいじょしゃ

かいじょしゃ

4 段
だ ん さ

差のあがりさがりは
段
だ ん さ

差をあがるには、まず、ティッピングレバ
ーをふんで車いすのキャスターを上げ、段

だん

の
上にのせます。次に、ハンドグリップを持ち
上げて後

こうりん

輪を押し上げます。段
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後
こう

輪
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後ろに引いてキャスターを下ろします。
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引くようにしております。急な下り坂では、
後ろ向きでブレーキを軽くかけながらゆっく
りとおります。下り坂を前向きにおりる場合、
急ブレーキをかけると乗

の

っている人が車いす
からころげ落ちてしまうので注意しましょう。

5 溝
み ぞ

をこえるときは
溝
みぞ

をこえるには、まず、
車いすのキャスターを
上げ、溝

みぞ

の向こう側
がわ

に
下ろします。次に、後

こう

輪
りん

を少し上げながら溝
みぞ

をこえます。溝
みぞ

ぶたを
横切る時は、キャスタ
ーを上げるか、ななめ
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住みよいまちづくりA5_本文.pdf   18 2019/11/29   11:27

　目の不自由な人とともに
あいさつをするときは

、

手をしてください。目の不自由な人は、

ののぼりおりは

」

手引きをするときは

、

18

、

手をしてください。目の不自由な人は、

・音が聞こえにくくなる
・小さな文字が読みにくくなる
・階

かい

段
だん

ののぼりおりが大
たい

変
へん

になる

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは ⇒26ページへ

・音が聞こえにくくなる
・小さな文字が読みにくくなる
・階

かい

段
だん

ののぼりおりが大
たい

変
へん

になる

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは ⇒26ページへ

5
しょうがい かか

外見では分かりにくい障害を抱えている人が感じている不便さ
ふ べん

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは ⇒26ページへ

・外見からは分かりにくいため、電車・バスの中で

　優先席に座っていると、不審な目で見られ、

　ストレスを受けることがある

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは ⇒26ページへ

、

」

18

　目の不自由な人とともに
あいさつをするときは

、

手をしてください。目の不自由な人は、

ののぼりおりは

」

手引きをするときは

、

18

、

手をしてください。目の不自由な人は、

、

」

18

　目の不自由な人とともに
あいさつをするときは

、

手をしてください。目の不自由な人は、

ののぼりおりは

」

手引きをするときは

、

18

、

手をしてください。目の不自由な人は、

、

」

18

　目の不自由な人とともに
あいさつをするときは

、

手をしてください。目の不自由な人は、

ののぼりおりは

」

手引きをするときは

、

18

、

手をしてください。目の不自由な人は、

、

」

1818

ゆうせんせき ふ　しん

う

　さまざまな人が感じている不
ふ

便
べん

さ

1 目の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・どこに、何があるのかわからない
・だれからの手紙なのかわからない
・歩道に障

しょう

害
がい

物
ぶつ

があると、ころぶことがある

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒18ページへ

2 耳の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・話しかけられたり、音が鳴

な

っても気づかない
・非

ひ じ ょ う じ

常時のアナウンスに気づかない

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒21ページへ

3 手足の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・段

だ ん さ

差のある入口が入りにくい
・高いところや床

ゆか

に落ちたものが取りにくい
・高いところが見えづらい

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒23ページへ
4 高

こ う れ い

齢の人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・音が聞こえにくくなる
・小さな文字が読みにくくなる
・階

かい

段
だん

ののぼりおりが大
たい

変
へん

になる

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒26ページへ

　さまざまな人がどんなことを不
ふ

便
べん

と感じているのか考えて、お手
て

伝
つだ

いできることを考えてみよう。

　目の不自由な人とともに
1 あいさつをするときは

目の不自由な人に会ったときは向い合って、
「こんにちは」「はじめまして」と声をかけな
がら握

あくしゅ

手をしてください。目の不自由な人は、
握
あくしゅ

手されると、相手の背
せ

の高さなどがわかり
ます。

3 階
か い

段
だ ん

ののぼりおりは
目の不自由な人を手引きして階

かい

段
だん

をのぼった
り、おりたりするときは、「階

かい

段
だん

です。のぼり
ます。」「階

かい

段
だん

です。おります。」「終わりまし
た。」などと声をかけてください。また、歩道
などで段

だ ん さ

差があるときにも「一
いち

段
だん

あがります。」
「一

いち

段
だん

さがります。」と声をかけてください。

2 手引きをするときは
目の不自由な人の手引きをするときは、一

いっぱん

般
に白

はくじょう

杖の反対側
がわ

に立って腕
うで

または肩
かた

にふれさ
せ、半歩前を歩いてください。目の不自由な
人は、ふれた手を通して相手の動きがわかり、
安心して歩くことができます。

17 18

　さまざまな人がどんなことを不
ふ

便
べん

と感じているのか考えて、お手
て

伝
つだ

いできることを考えてみよう。
目の不自由な人に会ったときは向い合って、

「こんにちは」「はじめまして」と声をかけな
がら握

あくしゅ

手をしてください。目の不自由な人は、
握
あくしゅ

手されると、相手の背
せ

の高さなどがわかり
ます。

・どこに、何があるのかわからない
・だれからの手紙なのかわからない
・歩道に障

しょう

害
がい

物
ぶつ

があると、ころぶことがある

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒18ページへ

・話しかけられたり、音が鳴
な

っても気づかない
・非

ひ じ ょ う じ

常時のアナウンスに気づかない

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒21ページへ

・段
だ ん さ

差のある入口が入りにくい
・高いところや床

ゆか

に落ちたものが取りにくい
・高いところが見えづらい

・音が聞こえにくくなる
・小さな文字が読みにくくなる
・階

かい

段
だん

ののぼりおりが大
たい

変
へん

になる

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒26ページへ

17

⇒23ページへ
みなさんがお手

て

伝
つだ

いできることは

目の不自由な人の手引きをするときは、一
いっぱん

般
に白

はくじょう

杖の反対側
がわ

に立って腕
うで

または肩
かた

にふれさ
せ、半歩前を歩いてください。目の不自由な
人は、ふれた手を通して相手の動きがわかり、
安心して歩くことができます。

目の不自由な人を手引きして階
かい

段
だん

をのぼった
り、おりたりするときは、「階

かい

段
だん

です。のぼり
ます。」「階

かい

段
だん

です。おります。」「終わりまし
た。」などと声をかけてください。また、歩道
などで段

だ ん さ

差があるときにも「一
いち

段
だん

あがります。」
「一

いち

段
だん

さがります。」と声をかけてください。

18

　さまざまな人が感じている不
ふ

便
べん

さ

1 目の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・どこに、何があるのかわからない
・だれからの手紙なのかわからない
・歩道に障

しょう

害
がい

物
ぶつ

があると、ころぶことがある

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒18ページへ

2 耳の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・話しかけられたり、音が鳴

な

っても気づかない
・非

ひ じ ょ う じ

常時のアナウンスに気づかない

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒21ページへ

3 手足の不自由な人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・段

だ ん さ

差のある入口が入りにくい
・高いところや床

ゆか

に落ちたものが取りにくい
・高いところが見えづらい

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒23ページへ
4 高

こ う れ い

齢の人が感じている不
ふ

便
べ ん

さ
・音が聞こえにくくなる
・小さな文字が読みにくくなる
・階

かい

段
だん

ののぼりおりが大
たい

変
へん

になる

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒26ページへ

　さまざまな人がどんなことを不
ふ

便
べん

と感じているのか考えて、お手
て

伝
つだ

いできることを考えてみよう。

　目の不自由な人とともに
1 あいさつをするときは

目の不自由な人に会ったときは向い合って、
「こんにちは」「はじめまして」と声をかけな
がら握

あくしゅ

手をしてください。目の不自由な人は、
握
あくしゅ

手されると、相手の背
せ

の高さなどがわかり
ます。

3 階
か い

段
だ ん

ののぼりおりは
目の不自由な人を手引きして階

かい

段
だん

をのぼった
り、おりたりするときは、「階

かい

段
だん

です。のぼり
ます。」「階

かい

段
だん

です。おります。」「終わりまし
た。」などと声をかけてください。また、歩道
などで段

だ ん さ

差があるときにも「一
いち

段
だん

あがります。」
「一

いち

段
だん

さがります。」と声をかけてください。

2 手引きをするときは
目の不自由な人の手引きをするときは、一

いっぱん

般
に白

はくじょう

杖の反対側
がわ

に立って腕
うで

または肩
かた

にふれさ
せ、半歩前を歩いてください。目の不自由な
人は、ふれた手を通して相手の動きがわかり、
安心して歩くことができます。

17 18

　さまざまな人がどんなことを不
ふ

便
べん

と感じているのか考えて、お手
て

伝
つだ

いできることを考えてみよう。
目の不自由な人に会ったときは向い合って、

「こんにちは」「はじめまして」と声をかけな
がら握

あくしゅ

手をしてください。目の不自由な人は、
握
あくしゅ

手されると、相手の背
せ

の高さなどがわかり
ます。

・どこに、何があるのかわからない
・だれからの手紙なのかわからない
・歩道に障

しょう

害
がい

物
ぶつ

があると、ころぶことがある

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒18ページへ

・話しかけられたり、音が鳴
な

っても気づかない
・非

ひ じ ょ う じ

常時のアナウンスに気づかない

みなさんがお手
て

伝
つだ

いできることは
⇒21ページへ

・段
だ ん さ

差のある入口が入りにくい
・高いところや床

ゆか

に落ちたものが取りにくい
・高いところが見えづらい

・音が聞こえにくくなる
・小さな文字が読みにくくなる
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です。のぼり
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かい

段
だん
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1 車いすの構
こ う ぞ う

造

3 車いすに乗
の

っている人をかかえるときは
車いすに乗

の

っている人をかかえるときは、どのよ
うにかかえられた方がよいか聞きましょう。２人
でかかえる代表的な例

れい

としては、まず、車いすの
ブレーキをかけ、両

りょう

わきから背
せ な か

中とひざの下に腕
うで

を入れます。このときに、ひざの下に入れた腕
うで

は、
足を片方ずつかかえる方法と、かかえる人がお互

たが

いに手首の上を握
にぎ

り合う方法があります。また、
前と後ろから、かかえる方

ほうほう

法もあります。

2 車いすの折
お

りたたみ方
１ ブレーキをかけ、フットレスト
　 を上げる。
２ シートを持ち上げる。
３ 完

かんぜん

全に折
お

りたたむ。
車いすのタイプによっては、折り
たたみ方の違

ちが

うものや折
お

りたため
ないものもあります。

　手足の不自由な人とともに
〔車いすを使っている人とともに〕

1. フットレストを上げる 2. シートを
　持ち上げる

3. 完
かんぜん

全に
　折

お

りたたむ

バックレスト
（背もたれ）

後輪
こうりん

せ

ブレーキ

ハンドリム

キャスター

フットレスト

アームレスト

ハンドグリップ
（介助者のにぎり）

シート

安全ベルト

ティッピングレバー
（介助者がキャスター
を上げるときにつかう）

かいじょしゃ

かいじょしゃ

4 段
だ ん さ

差のあがりさがりは
段
だ ん さ

差をあがるには、まず、ティッピングレバ
ーをふんで車いすのキャスターを上げ、段

だん

の
上にのせます。次に、ハンドグリップを持ち
上げて後

こうりん

輪を押し上げます。段
だ ん さ

差をさがるに
は、まず、車いすを後ろ向きにします。次に、
後
こう

輪
りん

を下ろし、キャスターを上げ、車いすを
後ろに引いてキャスターを下ろします。

6 坂をおりるときは
ゆるやかな下り坂では、前向きで、車いすを
引くようにしております。急な下り坂では、
後ろ向きでブレーキを軽くかけながらゆっく
りとおります。下り坂を前向きにおりる場合、
急ブレーキをかけると乗

の

っている人が車いす
からころげ落ちてしまうので注意しましょう。

5 溝
み ぞ

をこえるときは
溝
みぞ

をこえるには、まず、
車いすのキャスターを
上げ、溝

みぞ

の向こう側
がわ

に
下ろします。次に、後

こう

輪
りん

を少し上げながら溝
みぞ

をこえます。溝
みぞ

ぶたを
横切る時は、キャスタ
ーを上げるか、ななめ
に渡

わた

ります。
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差をあがるには、まず、ティッピングレバ
ーをふんで車いすのキャスターを上げ、段

だん

の
上にのせます。次に、ハンドグリップを持ち
上げて後

こうりん

輪を押し上げます。段
だ ん さ

差をさがるに
は、まず、車いすを後ろ向きにします。次に、
後
こう

輪
りん

を下ろし、キャスターを上げ、車いすを
後ろに引いてキャスターを下ろします。

6 坂をおりるときは
ゆるやかな下り坂では、前向きで、車いすを
引くようにしております。急な下り坂では、
後ろ向きでブレーキを軽くかけながらゆっく
りとおります。下り坂を前向きにおりる場合、
急ブレーキをかけると乗

の

っている人が車いす
からころげ落ちてしまうので注意しましょう。

5 溝
み ぞ

をこえるときは
溝
みぞ

をこえるには、まず、
車いすのキャスターを
上げ、溝

みぞ

の向こう側
がわ

に
下ろします。次に、後

こう

輪
りん

を少し上げながら溝
みぞ

をこえます。溝
みぞ

ぶたを
横切る時は、キャスタ
ーを上げるか、ななめ
に渡

わた

ります。

車いすに乗
の

っている人をかかえるときは、どのよ
うにかかえられた方がよいか聞きましょう。２人
でかかえる代表的な例

れい

としては、まず、車いすの
ブレーキをかけ、両

りょう

わきから背
せ な か

中とひざの下に腕
うで

を入れます。このときに、ひざの下に入れた腕
うで

は、
足を片方ずつかかえる方法と、かかえる人がお互

たが

いに手首の上を握
にぎ

り合う方法があります。また、
前と後ろから、かかえる方
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法もあります。

段
だ ん さ

差をあがるには、まず、ティッピングレバ
ーをふんで車いすのキャスターを上げ、段

だん

の
上にのせます。次に、ハンドグリップを持ち
上げて後

こうりん

輪を押し上げます。段
だ ん さ

差をさがるに
は、まず、車いすを後ろ向きにします。次に、
後
こう

輪
りん

を下ろし、キャスターを上げ、車いすを
後ろに引いてキャスターを下ろします。

１ ブレーキをかけ、フットレスト
　 を上げる。
２ シートを持ち上げる。
３ 完

かんぜん

全に折
お

りたたむ。
車いすのタイプによっては、折り
たたみ方の違

ちが

うものや折
お

りたため
ないものもあります。
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4 エスカレーターに乗
の

るときは
白
はくじょう

杖を持っていないほうの手をベルトにのせ
てください。ベルトにふれさせずに腕

うで

を組ん
でエスカレーターのまん中に乗

の

せようとする
と、目の不自由な人は不安になります。

6 駅構
こ う な い

内では
駅構

こうない

内は、そう音やしん動が大きく、方
ほうこう

向が
わかりづらくなります。特に、両

りょう

側
がわ

に線路が
あるホームは、大

たいへん

変危
き け ん

険です。駅の入口から
ホームまでの通路が狭

せま

かったり、構
こうぞう

造が複
ふくざつ

雑
なことも困

こま

ります。目の不自由な人が一人で
歩いている姿

すがた

を見かけたら声をかけて、案
あんない

内
したほうがよいか聞いてみてください。

5 自動車に乗
の

るときは
開いているドアのふちにちょっと目の不自由
な人の手をふれさせてください。ドアの開き
具合で車がどの方

ほうこう

向に向
む

いているのかがわか
ります。次に、反対側

がわ

の手を車の屋根のへり
にふれさせてください。車の高さがわかり、
頭をぶつけずに座

ざ せ き

席に座
すわ

ることができます。

どちらに行かれますか？

7 道を聞かれたときは
目の不自由な人には、「あっち」「こっち」と
いうような代

だいめいし

名詞を使わないで、前後左右で
教えてください。「この道をまっすぐに１００
メートル行けばバス停

てい

です。」という具合です。
その際

さい

大切なのは、目の不自由な人から見た
方向で前

ぜん

後
ご

左
さゆう

右を教えてください。

9 食事などのときは
テーブルの上にいろいろと物が並

なら

べてあると
きは、時計の針

はり

の位
い ち

置でどのような物がどこ
にあるのか教えてください。あとは自分で自
由に食べることができます。例

たと

えば、「３時の
ところにコーヒーがあります。」という具合で
す。はしとか、スプーンの置

お

いてある場所は
前もって手にふれさせて教えてください。

8 いすをすすめるときは
いすの背

せ

もたれに目の不自由な人の手をふれ
させてください。いすの位

い ち

置や方
ほうこう

向が理
り か い

解で
き、一人でいすに腰

こし

をかけることができます。
テーブルがある場合は、その上に手をふれさ
せることで高さがわかります。

この道を
まっすぐ100M
行けば…

はい！
ここがテーブルです。

白
はくじょう

杖を持っていないほうの手をベルトにのせ
てください。ベルトにふれさせずに腕

うで

を組ん
でエスカレーターのまん中に乗

の

せようとする
と、目の不自由な人は不安になります。

開いているドアのふちにちょっと目の不自由
な人の手をふれさせてください。ドアの開き
具合で車がどの方

ほうこう

向に向
む

いているのかがわか
ります。次に、反対側

がわ

の手を車の屋根のへり
にふれさせてください。車の高さがわかり、
頭をぶつけずに座

ざ せ き

席に座
すわ

ることができます。

駅構
こうない

内は、そう音やしん動が大きく、方
ほうこう

向が
わかりづらくなります。特に、両

りょう

側
がわ

に線路が
あるホームは、大

たいへん

変危
き け ん

険です。駅の入口から
ホームまでの通路が狭

せま

かったり、構
こうぞう

造が複
ふくざつ

雑
なことも困

こま

ります。目の不自由な人が一人で
歩いている姿

すがた

を見かけたら声をかけて、案
あんない

内
したほうがよいか聞いてみてください。

目の不自由な人には、「あっち」「こっち」と
いうような代

だいめいし

名詞を使わないで、前後左右で
教えてください。「この道をまっすぐに１００
メートル行けばバス停

てい

です。」という具合です。
その際

さい

大切なのは、目の不自由な人から見た
方向で前

ぜん

後
ご

左
さゆう

右を教えてください。

いすの背
せ

もたれに目の不自由な人の手をふれ
させてください。いすの位

い ち

置や方
ほうこう

向が理
り か い

解で
き、一人でいすに腰

こし

をかけることができます。
テーブルがある場合は、その上に手をふれさ
せることで高さがわかります。

テーブルの上にいろいろと物が並
なら

べてあると
きは、時計の針

はり

の位
い ち

置でどのような物がどこ
にあるのか教えてください。あとは自分で自
由に食べることができます。例

たと

えば、「３時の
ところにコーヒーがあります。」という具合で
す。はしとか、スプーンの置

お

いてある場所は
前もって手にふれさせて教えてください。

4 エスカレーターに乗
の

るときは
白
はくじょう

杖を持っていないほうの手をベルトにのせ
てください。ベルトにふれさせずに腕

うで

を組ん
でエスカレーターのまん中に乗

の

せようとする
と、目の不自由な人は不安になります。

6 駅構
こ う な い

内では
駅構

こうない

内は、そう音やしん動が大きく、方
ほうこう

向が
わかりづらくなります。特に、両

りょう

側
がわ

に線路が
あるホームは、大

たいへん

変危
き け ん

険です。駅の入口から
ホームまでの通路が狭

せま

かったり、構
こうぞう

造が複
ふくざつ

雑
なことも困

こま

ります。目の不自由な人が一人で
歩いている姿

すがた

を見かけたら声をかけて、案
あんない

内
したほうがよいか聞いてみてください。

5 自動車に乗
の

るときは
開いているドアのふちにちょっと目の不自由
な人の手をふれさせてください。ドアの開き
具合で車がどの方

ほうこう

向に向
む

いているのかがわか
ります。次に、反対側

がわ

の手を車の屋根のへり
にふれさせてください。車の高さがわかり、
頭をぶつけずに座

ざ せ き

席に座
すわ

ることができます。

どちらに行かれますか？

7 道を聞かれたときは
目の不自由な人には、「あっち」「こっち」と
いうような代

だいめいし

名詞を使わないで、前後左右で
教えてください。「この道をまっすぐに１００
メートル行けばバス停

てい

です。」という具合です。
その際

さい

大切なのは、目の不自由な人から見た
方向で前

ぜん

後
ご

左
さゆう

右を教えてください。

9 食事などのときは
テーブルの上にいろいろと物が並

なら

べてあると
きは、時計の針

はり

の位
い ち

置でどのような物がどこ
にあるのか教えてください。あとは自分で自
由に食べることができます。例

たと

えば、「３時の
ところにコーヒーがあります。」という具合で
す。はしとか、スプーンの置

お

いてある場所は
前もって手にふれさせて教えてください。

8 いすをすすめるときは
いすの背

せ

もたれに目の不自由な人の手をふれ
させてください。いすの位

い ち

置や方
ほうこう

向が理
り か い

解で
き、一人でいすに腰

こし

をかけることができます。
テーブルがある場合は、その上に手をふれさ
せることで高さがわかります。

この道を
まっすぐ100M
行けば…

はい！
ここがテーブルです。

白
はくじょう

杖を持っていないほうの手をベルトにのせ
てください。ベルトにふれさせずに腕

うで

を組ん
でエスカレーターのまん中に乗

の

せようとする
と、目の不自由な人は不安になります。

開いているドアのふちにちょっと目の不自由
な人の手をふれさせてください。ドアの開き
具合で車がどの方

ほうこう

向に向
む

いているのかがわか
ります。次に、反対側

がわ

の手を車の屋根のへり
にふれさせてください。車の高さがわかり、
頭をぶつけずに座

ざ せ き

席に座
すわ

ることができます。

駅構
こうない

内は、そう音やしん動が大きく、方
ほうこう

向が
わかりづらくなります。特に、両

りょう

側
がわ

に線路が
あるホームは、大

たいへん

変危
き け ん

険です。駅の入口から
ホームまでの通路が狭

せま

かったり、構
こうぞう

造が複
ふくざつ

雑
なことも困

こま

ります。目の不自由な人が一人で
歩いている姿

すがた

を見かけたら声をかけて、案
あんない

内
したほうがよいか聞いてみてください。

目の不自由な人には、「あっち」「こっち」と
いうような代

だいめいし

名詞を使わないで、前後左右で
教えてください。「この道をまっすぐに１００
メートル行けばバス停

てい

です。」という具合です。
その際

さい

大切なのは、目の不自由な人から見た
方向で前

ぜん

後
ご

左
さゆう

右を教えてください。

いすの背
せ

もたれに目の不自由な人の手をふれ
させてください。いすの位

い ち

置や方
ほうこう

向が理
り か い

解で
き、一人でいすに腰

こし

をかけることができます。
テーブルがある場合は、その上に手をふれさ
せることで高さがわかります。

テーブルの上にいろいろと物が並
なら

べてあると
きは、時計の針

はり

の位
い ち

置でどのような物がどこ
にあるのか教えてください。あとは自分で自
由に食べることができます。例

たと

えば、「３時の
ところにコーヒーがあります。」という具合で
す。はしとか、スプーンの置

お

いてある場所は
前もって手にふれさせて教えてください。

どちらに行かれますか？

4 エスカレーターに乗
の

るときは
白
はくじょう

杖を持っていないほうの手をベルトにのせ
てください。ベルトにふれさせずに腕

うで

を組ん
でエスカレーターのまん中に乗

の

せようとする
と、目の不自由な人は不安になります。

6 駅構
こ う な い

内では
駅構

こうない

内は、そう音やしん動が大きく、方
ほうこう

向が
わかりづらくなります。特に、両

りょう

側
がわ

に線路が
あるホームは、大

たいへん

変危
き け ん

険です。駅の入口から
ホームまでの通路が狭

せま

かったり、構
こうぞう

造が複
ふくざつ

雑
なことも困

こま

ります。目の不自由な人が一人で
歩いている姿

すがた

を見かけたら声をかけて、案
あんない

内
したほうがよいか聞いてみてください。

5 自動車に乗
の

るときは
開いているドアのふちにちょっと目の不自由
な人の手をふれさせてください。ドアの開き
具合で車がどの方

ほうこう

向に向
む

いているのかがわか
ります。次に、反対側

がわ

の手を車の屋根のへり
にふれさせてください。車の高さがわかり、
頭をぶつけずに座

ざ せ き

席に座
すわ

ることができます。

どちらに行かれますか？

7 道を聞かれたときは
目の不自由な人には、「あっち」「こっち」と
いうような代

だいめいし

名詞を使わないで、前後左右で
教えてください。「この道をまっすぐに１００
メートル行けばバス停

てい

です。」という具合です。
その際

さい

大切なのは、目の不自由な人から見た
方向で前

ぜん

後
ご

左
さゆう

右を教えてください。

9 食事などのときは
テーブルの上にいろいろと物が並

なら

べてあると
きは、時計の針

はり

の位
い ち

置でどのような物がどこ
にあるのか教えてください。あとは自分で自
由に食べることができます。例

たと

えば、「３時の
ところにコーヒーがあります。」という具合で
す。はしとか、スプーンの置

お

いてある場所は
前もって手にふれさせて教えてください。

8 いすをすすめるときは
いすの背

せ

もたれに目の不自由な人の手をふれ
させてください。いすの位

い ち

置や方
ほうこう

向が理
り か い

解で
き、一人でいすに腰

こし

をかけることができます。
テーブルがある場合は、その上に手をふれさ
せることで高さがわかります。

この道を
まっすぐ100M
行けば…

はい！
ここがテーブルです。

白
はくじょう

杖を持っていないほうの手をベルトにのせ
てください。ベルトにふれさせずに腕

うで

を組ん
でエスカレーターのまん中に乗

の

せようとする
と、目の不自由な人は不安になります。

開いているドアのふちにちょっと目の不自由
な人の手をふれさせてください。ドアの開き
具合で車がどの方

ほうこう

向に向
む

いているのかがわか
ります。次に、反対側

がわ

の手を車の屋根のへり
にふれさせてください。車の高さがわかり、
頭をぶつけずに座

ざ せ き

席に座
すわ

ることができます。

駅構
こうない

内は、そう音やしん動が大きく、方
ほうこう

向が
わかりづらくなります。特に、両

りょう

側
がわ

に線路が
あるホームは、大

たいへん

変危
き け ん

険です。駅の入口から
ホームまでの通路が狭

せま

かったり、構
こうぞう

造が複
ふくざつ

雑
なことも困

こま

ります。目の不自由な人が一人で
歩いている姿

すがた

を見かけたら声をかけて、案
あんない

内
したほうがよいか聞いてみてください。

目の不自由な人には、「あっち」「こっち」と
いうような代

だいめいし

名詞を使わないで、前後左右で
教えてください。「この道をまっすぐに１００
メートル行けばバス停

てい

です。」という具合です。
その際

さい

大切なのは、目の不自由な人から見た
方向で前

ぜん

後
ご

左
さゆう

右を教えてください。

いすの背
せ

もたれに目の不自由な人の手をふれ
させてください。いすの位

い ち

置や方
ほうこう

向が理
り か い

解で
き、一人でいすに腰

こし

をかけることができます。
テーブルがある場合は、その上に手をふれさ
せることで高さがわかります。

テーブルの上にいろいろと物が並
なら

べてあると
きは、時計の針

はり

の位
い ち

置でどのような物がどこ
にあるのか教えてください。あとは自分で自
由に食べることができます。例

たと

えば、「３時の
ところにコーヒーがあります。」という具合で
す。はしとか、スプーンの置

お

いてある場所は
前もって手にふれさせて教えてください。

4 エスカレーターに乗
の

るときは
白
はくじょう

杖を持っていないほうの手をベルトにのせ
てください。ベルトにふれさせずに腕

うで

を組ん
でエスカレーターのまん中に乗

の

せようとする
と、目の不自由な人は不安になります。

6 駅構
こ う な い

内では
駅構

こうない

内は、そう音やしん動が大きく、方
ほうこう

向が
わかりづらくなります。特に、両

りょう

側
がわ

に線路が
あるホームは、大

たいへん

変危
き け ん

険です。駅の入口から
ホームまでの通路が狭

せま

かったり、構
こうぞう

造が複
ふくざつ

雑
なことも困

こま

ります。目の不自由な人が一人で
歩いている姿

すがた

を見かけたら声をかけて、案
あんない

内
したほうがよいか聞いてみてください。

5 自動車に乗
の

るときは
開いているドアのふちにちょっと目の不自由
な人の手をふれさせてください。ドアの開き
具合で車がどの方

ほうこう

向に向
む

いているのかがわか
ります。次に、反対側

がわ

の手を車の屋根のへり
にふれさせてください。車の高さがわかり、
頭をぶつけずに座

ざ せ き

席に座
すわ

ることができます。

どちらに行かれますか？

7 道を聞かれたときは
目の不自由な人には、「あっち」「こっち」と
いうような代

だいめいし

名詞を使わないで、前後左右で
教えてください。「この道をまっすぐに１００
メートル行けばバス停

てい

です。」という具合です。
その際

さい

大切なのは、目の不自由な人から見た
方向で前

ぜん

後
ご

左
さゆう

右を教えてください。

9 食事などのときは
テーブルの上にいろいろと物が並

なら

べてあると
きは、時計の針

はり

の位
い ち

置でどのような物がどこ
にあるのか教えてください。あとは自分で自
由に食べることができます。例

たと

えば、「３時の
ところにコーヒーがあります。」という具合で
す。はしとか、スプーンの置

お

いてある場所は
前もって手にふれさせて教えてください。

8 いすをすすめるときは
いすの背

せ

もたれに目の不自由な人の手をふれ
させてください。いすの位

い ち

置や方
ほうこう

向が理
り か い

解で
き、一人でいすに腰

こし

をかけることができます。
テーブルがある場合は、その上に手をふれさ
せることで高さがわかります。

この道を
まっすぐ100M
行けば…

はい！
ここがテーブルです。

白
はくじょう

杖を持っていないほうの手をベルトにのせ
てください。ベルトにふれさせずに腕

うで

を組ん
でエスカレーターのまん中に乗

の

せようとする
と、目の不自由な人は不安になります。

開いているドアのふちにちょっと目の不自由
な人の手をふれさせてください。ドアの開き
具合で車がどの方

ほうこう

向に向
む

いているのかがわか
ります。次に、反対側

がわ

の手を車の屋根のへり
にふれさせてください。車の高さがわかり、
頭をぶつけずに座

ざ せ き

席に座
すわ

ることができます。

駅構
こうない

内は、そう音やしん動が大きく、方
ほうこう

向が
わかりづらくなります。特に、両

りょう

側
がわ

に線路が
あるホームは、大

たいへん

変危
き け ん

険です。駅の入口から
ホームまでの通路が狭

せま

かったり、構
こうぞう

造が複
ふくざつ

雑
なことも困

こま

ります。目の不自由な人が一人で
歩いている姿

すがた

を見かけたら声をかけて、案
あんない

内
したほうがよいか聞いてみてください。

目の不自由な人には、「あっち」「こっち」と
いうような代

だいめいし

名詞を使わないで、前後左右で
教えてください。「この道をまっすぐに１００
メートル行けばバス停

てい

です。」という具合です。
その際

さい

大切なのは、目の不自由な人から見た
方向で前

ぜん

後
ご

左
さゆう

右を教えてください。

いすの背
せ

もたれに目の不自由な人の手をふれ
させてください。いすの位

い ち

置や方
ほうこう

向が理
り か い

解で
き、一人でいすに腰

こし

をかけることができます。
テーブルがある場合は、その上に手をふれさ
せることで高さがわかります。

テーブルの上にいろいろと物が並
なら

べてあると
きは、時計の針

はり

の位
い ち

置でどのような物がどこ
にあるのか教えてください。あとは自分で自
由に食べることができます。例

たと

えば、「３時の
ところにコーヒーがあります。」という具合で
す。はしとか、スプーンの置

お

いてある場所は
前もって手にふれさせて教えてください。

この道を
まっすぐ100M
行けば…

はい！
ここがテーブルです。
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この冊子は、40部作成し、一部あたりの印刷単価は680円です。
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